
　

No.1

※肯定的評価＝アンケートの回答Ａ＋Ｂ

主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 評価・集計結果 前期の成果と後期への課題

授業に主体的に取り組めたと感じ
る生徒の割合が、

Ａ　８０％以上である
Ｂ　７０％以上である
Ｃ　６０％以上である
Ｄ　６０％未満である

Ａ　８０％以上である
Ｂ　７０％以上である
Ｃ　６０％以上である
Ｄ　６０％未満である

授業の学習活動の中で「表現する
力・伝える力が向上した」と感じ
る生徒の割合が、

Ａ　８０％以上である
Ｂ　７０％以上である
Ｃ　６０％以上である
Ｄ　６０％未満である

３年次の全商検定１級３種目の取
得者が、

Ａ　１６０人以上である
Ｂ　１４０人以上である
Ｃ　１２０人以上である
Ｄ　１２０人未満である

⑤

Ａ　１００％である
Ｂ　８５％以上である
Ｃ　７０％以上である
Ｄ　７０％未満である

石川県立金沢商業高等学校

　昨年度まで取得者数が
連続して減少し、改善が
急務である。
　現３年生は２年次終了
までに合格者が多く、１
４３名が１級３種目を取
得している。１６０人以
上の合格達成のため、今
後とも指導を続けたい。

評価：Ｃ

前期教職員による
学校評価アンケー
ト
肯定的評価の割合
８３％
<内訳>
あてはまる　６名
だいたい　３８名
あまり　　　８名

　昨年度と同様の結果で
ある。来年４月から施行
される指導要領の理解度
としては、当然１００％
であるべきであり、今
後、各教科において、理
解度を促進する取組をし
たい。

【満足度指標】
授業の学習活動
の中で「表現す
る力・伝える力
が向上した」と
感じる生徒が増
加している。

評価：Ａ

前期生徒による学
校評価アンケート
肯定評価の割合
全体  ８５％
１年　８８％
２年　８４％
３年　８４％

　昨年度、肯定評価の割
合は学年間でばらつきが
あった。（１年８７％、
２年７５％、３年８
０％）今年度はばらつき
が少なく、全体の割合も
良い。
　ベル着を意識させ、こ
の良い結果を維持してい
きたい。

評価：Ａ

前期教職員による
学
校評価アンケート
肯定評価の割合
８７％

　昨年度、肯定評価の割
合は８１％であった。今
年度はさらに改善した。
「思考を深める授業」
「深い学び」に対する研
究は継続していきたい。

評価：Ｂ

前期生徒による学
校評価アンケート
肯定評価の割合
全体  ７８％
１年　７８％
２年　７９％
３年　７９％

　昨年度、肯定評価の割
合は６６％であり、今年
度はかなり改善した。
　評価Ａとなるためには
教員側の授業改善、工夫
が必要である。研究授業
後の研究協議会等の機会
を活用して、授業改善に
つなげたい。
　

評価がＣ、Ｄの
場合、方法及び
内容を検討す
る。

【努力指標】
自学自習の調べ
学習や対話的な
学習を通じて思
考をより深める
授業が実践でき
ている。

自学自習の調べ学習や対話を通し
て思考を深める授業を実践した教
員の割合が、

評価がＣ、Ｄの
場合、改善策を
検討する。

前期、後期
に全生徒を
対象にアン
ケート調査

評価がＣ、Ｄの
場合、授業方法
及び内容を検討
する。

前期、後期
に全生徒を
対象にアン
ケート調査

【満足度指標】
授業に主体的に
取り組めたと感
じる生徒が増加
している。

前期、後期
に教職員を
対象にアン
ケート調査

授業を中心に、学校生活全
般を通じて、表現する力・
伝える力を育成する

社会の即戦力として活躍できる
人材の育成を本校では目指して
いる。日々の授業においても表
現する力・伝える力を育成する
ことは大切である。

１ 新学習指導要領
の実施に向け特
色ある教育課程
の開発に努める
とともに、主体
的・対話的で深
い学びの実現
と、資格取得に
向けたスキルの
習得とを両立し
た授業実践に取
り組む。

【努力指標】
新指導要領の趣
旨を全教員がよ
く理解し、本校
の新教育課程案
を検討してい
る。

教務課
各教科
各学年
特活指導
課

前期、後期
に調査

【成果指標】
各学年でそれぞ
れの目標を持
ち、資格取得の
意欲が向上し、
取得につながっ
ている。

評価がＣ、Ｄの
場合、指導方法
及び内容を検討
する。

年間を通じ
て調査

「新指導要領の趣旨をよく理解し
自分なりに新教育課程案を考えて
いる」教員の割合が

重点目標

生徒の授業に取り組む姿勢
を改善する事により、主体
性を引き出し、学力の向上
につなげる。ベル着、授業
開始・終了のあいさつを生
徒指導課と協力しながら全
学年に徹底させ、やる気と
元気にあふれる環境を整え
る

具体的取組

教務課
各教科

②自学自習の調べ学習、対話
的な学びを通して知識を関
連付け、より深く学習する
ことが可能となる授業を推
進する。考査問題で「深い
学び」が確認できる問いを
今まで以上に意識して出題
する。

知識を定着させる取組は形がで
きてきた。今年度は自学自習の
調べ学習の質を向上させたり、
生徒同士の対話を通して思考を
深める授業を続け、より深い学
びとなるようにしたい。

教務課
各教科

③

一昨年度から「授業に主体的に
取り組む」ことを質問項目とし
た。今年度も継続して調査を
し、８０％以上を目標として授
業改善に努めていく。

④各種検定試験の取組を通し
て学習意欲を高める。商業
科と情報交換しながら、現
状把握を定期的に行い、授
業・補習・課題をセットに
した取り組みを行う。

教務課
商業科
各教科

昨年度は、３種目以上取得者数
が１０６名となり、４年連続減
少した。検定の新しい傾向も分
析し、取得率の向上に努めた
い。

①

新学習指導要領の趣旨をよ
く理解し、各教員が学校全
体の教育活動を意識した自
分なりの教育課程案をもっ
て検討に臨む。

新指導要領の趣旨や新旧の違い
等についての深い理解は、一部
の教員に留まっている。

全教員 評価がＣ、Ｄの
場合は対策を検
討する。

令和３年度　自己評価計画書（中間評価）



No.2

主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 評価・集計結果 前期の成果と後期への課題

Ａ　９５％以上である
Ｂ　８５％以上である
Ｃ　７５％以上である

Ｄ　７５％未満である

②

Ａ　１３０日以上である
Ｂ　１１０日以上である
Ｃ　　９０日以上である
Ｄ　　９０日未満である

③

Ａ　９５％以上である
Ｂ　９０％以上である
Ｃ　８５％以上である
Ｄ　８５％未満である

Ａ　８０％以上である
Ｂ　６０％以上～８０％未満である
Ｃ　４０％以上～６０％未満である。
Ｄ　４０％未満である

令和３年度　自己評価計画書（中間評価）
石川県立金沢商業高等学校

　９月から外部講師を招
いてのマナー講習会など
を、金商デパート直前に
は校内の講習会を行う予
定である。

　現代の国際化社会にお
いては、いわゆる
"Productive"な能力（話
す力・書く力＝発信力）
が一層重視されており、
各教員がそれぞれに工夫
を凝らして、その育成に
取り組んでいるところで
ある。短期で達成できる
ものではないため、後期
もその取り組みを継続し
ていき、年度末の結果を
待ちたい。

評価：Ｂ

前期生徒による学
校評価アンケート
肯定的評価の割合
全体 ９２％
１年 ９２％
２年 ９３％
３年 ９２％

　学校全体で９２％と目
標とする９５％には届い
ていない。しかし、昨年
度末の結果８９％を上回
り、生徒が「挨拶しよ
う」とする意識は高まっ
ている。もっと指導が全
体にいきわたるように、
集会・学校行事指導の中
などで生徒に伝えるとと
もに、職員の協力も得な
がら組織的に徹底できる
ように指導強化を図りた
い。

　現在遅刻ゼロの日は、
４０日である。一昨年よ
り１２日少ない。今年度
も新型コロナウイルス感
染症の影響もあり、生徒
の生活リズムが、やや乱
れている傾向が見られ
る。２学期以降「時間厳
守」の大切さを啓発し指
導強化をしていきたい。

生徒指導が主体となり、公
安委員・生徒会執行部と協
力しながら遅刻０の徹底を
推進していく。

【満足度指標】
金商デパートに
おいて商業科で
学んだ知識や技
術を生かせてい
る。

生徒の自己評価アンケートで、前
述の能力が「以前より向上した」
と感じる 生徒の割合が

【満足度指標】
相手の顔と目を
見てさわやか
な、相手に伝わ
る挨拶ができて
いる。

【成果指標】
年間を通じて遅
刻をせず、始業
時間を守ってい
る。

年間を通して相手の目を見たさわ
やかな気持ちのこもった挨拶がで
きたと感じる生徒の割合が、

金商デパートは、仕入、販売、
管理･運営など、実践的なビジ
ネス教育の場として位置付けら
れている。特に商業で学んだ知
識や技術を実践に結び付けられ
るよう工夫していきたい。

授業では言語活動を重視し、
ALTを活用したスピーキングテ
ストを行い、考査では英語で自
分の意見を書く問題を出題して
いる。授業を通して、いかに英
語コミュニケーション能力を身
につけさせるかが今後は重要と
なる。

重点目標 具体的取組

２ ビジネスマナー
教育、実践教
育、国際理解教
育、おもてなし
教育の更なる充
実に取り組む。

英語を使っての発信力（話
す・書く）を主としたコ
ミュニケーション能力の育
成に取り組む。

④

①相手の顔と目を見てさわや
かな、相手に伝わる挨拶を
日常的に実践し、社会に貢
献できる生徒の育成に取り
組む。

昨年度のアンケートでは、肯定
的評価が８９％であった。金商
生としての自覚を喚起し、更に
向上・改善に努めていきたい。

金商デパートにおいて、商業で学
んだ知識や技術を生かせたと感じ
る生徒の割合が、

評価がＣ・Ｄの
場合、運営方法
を検討

マナー教育を含めた商業教
育実践の貴重な場となって
いる金商デパートの運営に
積極的に取り組む。

外国語科

特活指導課

生徒指導
課
全学年

生徒指導
課
特活指導
課

評価がＣ、Ｄの
場合、授業や考
査のあり方・内
容を検討

【成果指標】
年間の様々な取
り組みを通し
て、英語を使っ
てのコミュニ
ケーション能力
が向上したと生
徒自身が実感で
きる。

昨年度は新型コロナウィルス感
染症拡大の影響で４月・５月は
休校であったが、遅刻０は２月
末日で１１１日あった。引き続
き基本的生活習慣の確立の視点
で目標としていきたい。

遅刻０の日が年間を通じて、

前期、後期
に全生徒を
対象にアン
ケート調査

後期授業評
価アンケー
トの中で、
または年度
末に独自に
行うアン
ケート調査
により検証

評価がＣ・Ｄの
場合、指導方法
を検討

評価がＣ・Ｄの
場合、指導方法
を検討

年間を通じ
て調査

金商デパー
ト終了時
に、全生徒
にアンケー
ト調査



No.3

主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 評価・集計結果 前期の成果と後期への課題

Ａ　９５％である
Ｂ　９０％以上である
Ｃ　８５％以上である

Ｄ　８５％未満である

Ａ　７５％以上である
Ｂ　７０％以上である
Ｃ　６５％以上である
Ｄ　６５％未満である

Ａ　８０％以上である
Ｂ　７０％以上である
Ｃ　６０％以上である
Ｄ　６０％未満である

令和３年度　自己評価計画書（中間評価）
石川県立金沢商業高等学校

評価：Ａ

前期生徒による学
校評価アンケート
肯定的評価の割合
２年　８０％
３年　９４％

　３年生に関しては、複
数回にわたる校内の進学
ガイダンスで進学情報を
提供し、指導を徹底し
た。
　２年生に関しては、ガ
イダンス等で３年生の現
状を伝えるなど、内容を
工夫した。外部の進学関
係の行事が中止になるこ
とも多く、進学関係の行
事を組みなおしていきた
い。

評価：Ａ

前期生徒による学
校評価アンケート
肯定的評価の割合
１年　８１％

　進路ガイダンスなど一
部の行事は中止となった
が、科目履修を含めた
コース選択の前に進路説
明会や分野別ガイダンス
を実施することができ
た。
　しかし、後期は進路行
事が少なく、具体的な志
望や職業観を形成してい
くことが課題となってい
る。キャリアパスポート
などを有効に活用して進
路実現に向けた充実を
図っていきたい。

評価：Ｂ

前期生徒による学
校評価アンケート
肯定的評価の割合
３年　９２％

　昨年度は５月まで休校
が続き、各種ガイダンス
も見送りとなったが、今
年度は４月から企業調べ
の課題や履歴書指導を通
して業種や職種への理解
を深めてきた。７月の対
面での企業ガイダンスは
中止となったが動画配信
などを活用して例年以上
に企業研究が進んでい
る。今後は応募前訪問や
面接指導等の充実を図
り、希望の職種・業種へ
の進路実現を図っていき
たい。

【成果指標】
１年生におい
て、希望する進
路に向けた具体
的な進路希望を
設定することが
できている。

進路の実現に向けて、具体的な進
路希望が設定できたと答えた生徒
が、

昨年から雇用情勢は 悪化して
きており、今年度もその傾向は
続くと思われる。生徒の希望職
種に進路が決定できるよう進路
選択のガイダンスや就職試験に
向けた面接指導等の充実を進め
ていきたい。

１年生に対して進路ガイダ
ンスを計画的に行い、進路
実現に向けた取り組みを充
実させる。

③

重点目標

進学希望者に対して、補習
やガイダンスの指導・働き
かけを工夫、志望分野・志
望校への進学意識を早期よ
り高める。

Ｃ・Ｄの場合、
取り組みを検討

就職希望者において、ガイダンス
や面接指導を通じて希望の職種・
業種への進路実現を達成できたと
いう生徒が、

進路指導
課
（進学）
２学年
３学年

前期、後期
に、２・３
年生進学希
望の生徒を
対象にアン
ケート調査

【成果指標】
就職希望者にお
いて、進路実現
に向けて具体的
な取り組みがで
きている。

【成果指標】
進学希望者にお
いて、長期的な
視点を持って、
受験勉強に取り
組み、学力向上
に努めている。

Ｃ・Ｄの場合、
取り組みを検討

進学希望者において、長期的な視
点を持って、受験勉強に取り組
み、学力を向上させることができ
たと答えた生徒が、

前期、後期
に、１年生
の生徒対象
にアンケー
トを調査

Ｃ・Ｄの場合、
取り組みを検討

前期、後期
に、３年生
就職希望の
生徒を対象
にアンケー
ト調査

就職希望者に対して、企業
ならびに同窓生と連携を深
め、各種ガイダンス機能の
充実と希望企業への実践的
な面接指導を実施し、進路
実現を図る。

３ 生徒の希望する
進路実現へ向け
て、各学年に応
じた計画的な
キャリア教育に
取り組む。

進路指導
課
第１学年
第２学年

進路指導
課
（就職）
３学年

昨年度の評価はＢ評価であった
が、早い段階からコース選択等
のガイダンスを充実させ、希望
進路への具体的な準備を進める
と同時に職業観の育成を図って
いきたい。

昨年度の評価は３年生が９１％
であったが２年生は７０％と
なっており、全体として８１％
となった。今年度は３年生
（１，２学期）に対する取組と
２年生（２、３学期）への取り
組みを併用して行うこととす
る。就職と比較して早期からの
準備が必要な分野も多く、正確
な情報を伝達する体制の改善に
努めていきたい。

②

①

具体的取組



No.４

主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 評価・集計結果 前期の成果と後期への課題

Ａ　９部以上である
Ｂ　８部である
Ｃ　７部である
Ｄ　７部未満である

Ａ　のべ５競技以上である
Ｂ　のべ４競技以上である
Ｃ　のべ３競技である
Ｄ　のべ２競技以下である

Ａ　８０％以上である
Ｂ　７０％以上である
Ｃ　６０％以上である
Ｄ　６０％未満である

Ａ　９８％以上である
Ｂ　９５％以上である
Ｃ　９０％以上である
Ｄ　９０％未満である

Ａ　９０％以上である
Ｂ　８０％以上である
Ｃ　７０％以上である
Ｄ　７０％未満である

令和３年度　自己評価計画書（中間評価）
石川県立金沢商業高等学校

評価：Ｃ

ベスト４以上
　　　　：７部

　春季大会や総体におい
て、男女バレーボールが
優勝、少林寺拳法が準優
勝、卓球、女子バスケッ
トボール、ハンドボー
ル、ソフトテニスがベス
ト４以上の成績を収める
ことができた。準々決勝
敗退の部活動もあるので
新人大会に期待する。

評価：Ａ

団体優勝：５競技

　高文連商業部競技大会
において、珠算、電卓、
ワープロ、ＥＳＳ競技で
は団体優勝することがで
きた。
　また、県高文連大会で
は競技かるたも団体優勝
することができた。

評価：Ａ

前期生徒による学
校評価アンケート
全体８１％
１年　８１％
２年　８４％
３年　７７％

　新型コロナウイルスに
よりボランティア活動が
例年通りできない中、幾
つかの部活動においては
学校周辺の清掃などで実
施している。後期も引き
続き実施していきたい。

評価：Ａ

前期生徒による学
校評価アンケート
肯定的評価の割合
１年　９８％
２年　９９％
３年　９９％

　前年度に変更したゴミ
収集日と収集方法も定着
し、掃除用品の新規交換
も頻繁に行われるように
なった。

評価：Ａ

前期教職員による
学校評価アンケー
ト
肯定的評価の割合
９８％
<内訳>
あてはまる　30名
だいたい　　22名
あまり　　 　1名

　いじめの未然防止の取
組は、生徒が安心して学
校生活を送るための基盤
である。肯定的評価が
100%になるよう、教職員
の意識・行動を高めて行
きたい。

４

【成果指標】
美化委員を中心
に清潔な環境の
維持に努め、ゴ
ミ分別の意識を
高められてい
る。

県大会（総文および新人）で団体
優勝をする競技が、

④校舎内の清掃をきちんと行
い、ゴミの分別をきちんと
行う意識を全生徒が持ち、
自主的に行動することを目
指す。

前期、後期
に全生徒を
対象にアン
ケート調査

【成果指標】
各種委員会･生
徒会活動及びボ
ランティア活動
に自主的に取り
組めたか。

【成果指標】
団体での優勝
が、目標を上回
ることができた
か。

【成果指標】
ベスト４以上の
部活動が、目標
を上回ることが
できたか。

県大会でベスト４以上の運動部
が、

大会報告書
による調査

⑤「石川県いじめ防止基本方
針」に則り、いじめを起こ
さない学校づくりに努め
る。

心身の健康と豊
かな人間性の育
成に向けて、部
活動、特別活動
等の更なる充実
に取り組む。

特活指導課

文化部・商業部の県大会
（総文･新人）において団
体優勝が、のべ４競技以上
を目指す。

新人大会で、電卓やワープロで
団体優勝を収めることができ
た。また、珠算・簿 記・ＥＳ
Ｓ・かるたで個人１位の成績を
収めている。今後は、これ以上
の成績 を期待したい。

評価がＣ・Ｄの
場合、指導を検
討

大会報告書
による調査

重点目標

①運動部の県大会において、
優勝を目指す。

全教職員

保健課

特活指導課

特活指導
課
商業科

校内美化については、概ね良好
な状態を保てているが、ゴミの
分別について一 層の意識を高
めることが必要。

部活動単位など既存の学校組織
でボランティアに取り組む事例
はあるものの、個人的な活動は
弱い。学校全体としての啓発活
動が必要。

各種委員会･生徒会活動及びボラ
ンティア活動に自主的に取り組ん
だ生徒の割合が、

【努力指標】
いじめの未然防
止に向け、校内
巡視や情報の交
換・共有を意識
的に行ってい
る。

いじめの未然防止に向け、意識的
に行動をしている教員の割合が、

女子バレーボール部や少林寺拳
法部の優勝をはじめ、７部活動
でベスト４以上の成績を収める
ことができた。この成績を維持
していきたい。

評価がＣ・Ｄの
場合、指導を検
討

前期、後期
に全生徒を
対象にアン
ケート調査

清掃をきちんと行い、ゴミの分別
をしっかりできる生徒の割合が、

評価がＣ・Ｄの
場合、指導を検
討

評価がＣ・Ｄの
場合、啓発活動
などの改善策を
実施

前期、後期
に全教員を
対象にアン
ケート調査

いじめに関しては、調査に載っ
てくる事案のみならず、潜在的
に重大事に至るものを事前に察
知することが大切である。学
年、相談課、保健課等関係機関
の連携を図り、未然防止に努め
ていきたい。

評価がＣ・Ｄの
場合、活動内容
や取り組み方を
検討

③

②

具体的取組

各種委員会･生徒会活動及
びボランティア活動等の充
実、活性化を目指す。



No.５

主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 評価・集計結果 前期の成果と後期への課題

Ａ　０人ある
Ｂ　１人である
Ｃ　２人である

Ｄ　３人以上いる

令和３年度　自己評価計画書（中間評価）
石川県立金沢商業高等学校

評価：Ｃ

勤務時間調査
一か月の残業時間
が80時間超の教員
数
４月：３人
５月：１人
６月：４人
７月：０人
８月：０人

平均：１．６人

　勤務時間８０時間超え
の主な要因は、新型コロ
ナ感染への対応業務であ
る。
　今後は、感染対策に細
心の注意を払い、早期の
対応を心がけることで、
超過時間の縮減を心がけ
たい。

働き方改革の趣旨に則り、
業務改善に努め、教職員の
残業時間の解消に繋げる。

８０時間を超える残業を行って
いる教員が、業務繁忙時期に
よって複数名見られる。今年度
も働き方改革を進め改善に努め
たい。

【成果指標】
８０時間を超え
る残業を行って
いる教職員の数
の削減

評価がＡ以外の
場合、対策を検
討

毎月の残業
記録の集計
結果

教職員の多忙化
改善に向けて、
業務内容の精選
や遂行方法の改
善に取り組む

5 全教職員 年間を平均して、１月当たり８０
時間以上を超える残業を行ってい
る教員の人数が、

重点目標 具体的取組


